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創刊準備号 
 

創造・企画グループ  この企画・創造グループは、他のグループに比

べ、活動内容が明確でないというところがありま

すが、反面今後の活動内容に大きな可能性を秘め

ていると思います。支援グループ・広報グループ

と強く連携をとりつつ能動的に活動していくこと

が必要でしょう。 
 現在、グループ員約６０人で会議を重ね、企画・

創造グループに対する会員の方の意見や考え、事

業提案をアンケート形式で提出してもらう作業を

すすめており、今後のグループ活動の参考にして

いくことになりました。 
アーラクルーズが生き生きとした市民活動組織に

なるよう、市民の立場・視点で出来ることから活

動を進めたいと考えます。 
毎回活発な議論が行われる企画・創造グループ 
 ……… 10 月 13 日総合会館分室 ……… 

予定時間を過ぎても、活発に行われる質疑応答 
 …7 月 15 日 ala クルーズ説明会総合会館… ala クルーズ 

広報 

支援 
創造・企画 
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  広報グループ 

 文化創造センター開館を迎え、『人と

人』・『文化と文化』を結び、地域の文化

向上の為の支援、組織づくりを目指すの

が ala クルーズです。その活動を多くの

人に知っていただき、参加を促すことが

広報グループの役目です。 
 情報技術（IT）革命の急速な進展で高

度情報社会が到来し、浸透し始めたこの

ごろ、我々も技術向上を図り講習会など

を開催しながら、会員・一般市民に対し

て情報の発信及び、収集を行うことだと

考えます。 

支援グループ 

 
 設立を間近にひかえ、会員の皆様においてはそれぞれのグループでお忙しいことと思います。さ

て、財団といたしましても文化創造センター（アーラ）の開館まで 10 ヶ月を切り、準備事務のピ

ークに近づいております。可児市の文化振興のシンボルが出来ることを思うと胸が高鳴る思いで

す。申すまでもなくアーラは市民の皆様をパートナーとして歩んで行くことを大きな特徴としてお

り、全国的にもユニークで先進的な活動として注目をされております。アーラクルーズの皆様が心

を一つにして可児市はもとより周辺地域の市民文化活動・まちづくりに貢献されるよう期待してお

ります。                          創造事業課長 伊藤 壽 

 支援グループの活動は、文化創造セン

ターを利用される方々と、じかに接する

という点で、センターの顔になると思い

ます。 
 来館されるみなさまに、心から満足し

ていただくため、接客等グループ内で研

修や講座を企画、研鑚し、よりよい支援

活動を目指していきます。 

アーラクルーズへの期待  ＜＜＜＜＜ (財)可児市文化芸術振興財団 

準備号作成のため、各グループへの原稿依頼、会員へ

のコメント収集、紙面レイアウトなど広報一丸となっ

て突っ走ってます。 …10 月 15 日総合会館分室… 

衛 紀生氏のちょっと辛口な講演会後、支援のあり方につ

いて今後の方向を沈思黙考。 
    ……… 10 月 8 日総合会館分室 ……… 
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・ 色々な催し物が出来るので楽しみにしています。少しでもできることがあれば役に

立ちたい。（M・N 女） 
・ ワクワク、ドキドキしている。子供のための芸術振興に少しでも役に立てれば。 
・                              （M・B 女） 
・ 自分が自己実現できる場で活動したいと思って参加しました。市民とのつながりが

重要だと考えています。（M・T 女） 
・  

・ 市民が本格的に芸術活動できる初めての場所。市民が活発に取り組

む風土が出来ることを期待したい。また、今までの自分の能力・経

験を発揮しながら、自己啓発できる場だと思う。（K・N 男） 
・ 学校が週休 2 日制になるので、子供たちの活動の選択肢の 1 つにな

れるような事業をしたい。（M・K 女） 
・  
・ 縁の下の力持ち的な存在で、市民の意見を汲み上げ、市民に喜ばれる企画を立てて

いきたい。（M・O 男） 
・ 文化センターの行事に参加することによって、自分の生きがいを見つけようと思い

参加しました。（T・N 女） 
・ 年をとってはいますが、シルバー業務の経験もあり、何かの役に立てたらと考えて

います。（T・H 男） 
・ 自分のできる事は何かを考え、思った時・勉強した時・経験した時の事を生かした

い。（N・S 女） 
・ 今後、自分が多少なりとも、文化的分野に関わって豊かに生きていきたい。（T・S 女） 
・ 音響・ビデオの分野で役に立ちたい。（T・M 男） 
・ 何が何だか分からない感じですが、新しい大船に乗ってみたいという希望です。 
・                              （O・M 女） 
・ 音楽が好きです。そんなコンサートのお手伝いができればと考えています。 
・                            （T・Y 女） 
・ 募集広告を見て応募しました。過去の経験を生かしたいと思っています。 
・                            （T・T 男） 
・ 募集広告を見、友人に連れられて参加しました。まだ自分の希望とか目的は、

はっきり考えていませんが、協力できたらと思っています。（T・M 男） 
・ アーラクルーズ意味も分からないまま、何か触れ合いを求めて入会しました。

そこでグループの方々と一緒に、『少しでも役に立てるこ

とがあればヨイ』と思っています。（H・K 女） 
・ ala の中で自分ができることが、少しでも力になればと思

います。そして、市民の皆さんの喜ぶ顔が見たいです。(H・H 男） 
・ 市民念願の文化センターのサポーターとして体を動かしたい、その情

報を発信したい。（Y・I 男） 
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・ 文化センターとは何か…を広報グループに入り深く知りたい。皆さんの知識・知恵

を吸収し、可児市の文化発信の役に立ちたい。（T・N 男） 
・ 定年になり、自分の時間ができた事から、何かの役に立てれば、と思い ala に応募

しました。自分に何ができるか、それをこれから知ることとなる。頑張りたいと思

います。（Y・I 男） 
・ 文化センターの中(大海）で力いっぱい泳いでみたい。金槌だけど…。（K・S 男） 
・ 年はとっても、可児市民としては浅い。何か文化活動に参加し役に立つことで、溶

け込んで行きたい。（Y・N 男） 
・ 映像関係を通して皆と楽しく活動できれば最高！（N・S 男） 
・ 自分の出来る事が役に立って行けば自分自身の成長と生きがいになると思います。 
・                                  （Y・H 女） 
・ 市民として、明日に向けての文化創造活動のお役に立てれば

と思い参加しました。（S・O 男） 
・ 「ひとりなら小さな力」が集結して、ひとつの大きな業績に

なる。そのお手伝いができればと…。（Y・F 女） 
・ ala クルーズに入り、自分自身の夢と希望につながる事ができ

ればと思っています。また、皆さんと一緒に大きな ala とい

う翼に乗って頑張っていきたいです。（J・S 女） 
・ 自分自身の計画・実行の意欲を表したい。自分の生活をこれ

によって（ala）見直したい気持ちから応募しました。利用者

が安心して活動できるような手伝いをしたいと希望していま

す。（Y・Y 女） 

11 月 11 日（日）

ala クルーズ 

設立総会 
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 進むべき方向も見えないまま、手探りの中での創刊準備号の

発行です。ここに、私たちの今後の活動への期待と抱負、ala ク

ルーズへの夢と希望を託します。多くの糸によって見事な敷物

が織り上がるように、様々な思いが交錯する中で、やがてそれ

が見事な魔法の絨毯となり、大空へ飛び立つ日が来ることを夢

見て。              広報グループ（Y） 
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